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結晶成長実験のための画像定量解析技術の最前線
Advanced techniques in the latest quantitative image analysis for crystal growth experi-
ments
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結晶成長実験は、ナノスケールの小さな空間から、我々が肉眼で認識できる可視的空間スケールを対象としてきた。し
かし、近年では、その空間スケールはさらに拡大し、地下深部まで、あるいは軌道上の宇宙空間までを対象とするように
発展した。測定の世界では、従来より xyz-ｔの時空間においてスケーリング則が存在するが、最先端技術の発達によっ
てその障壁を超えることが可能となった。
干渉計やレーザ顕微鏡は試料表面を損なわずに高速データ収集が可能なため、結晶成長の長時間解析や広範囲な表面

形状の観察には非常に価値の高いツールである。一定の時間間隔で取得されたデータをオフライン処理することで、時
間スケールは容易に変えることができ、真の成長を追跡できる時系列データとなる。これは無人で測定された国際宇宙
ステーションでのリゾチーム実験データ（Tsukamoto et al., 2013）や氷界面の観察 (Sazaki et al., 2012)、粘土の溶解速度
測定 (Satoh et al., 2003)の自動処理に有効であった。
また、観察視野のシフトで得られた大量のデータ断片をオフライン処理することで、空間スケールも容易に変えるこ

とができる。一般に個別測定データにはオフセットや歪みを含み、また手作業では生成されるデータ量に補正が追いつ
かないため、データ全体を最終的な解析に活用できないケースが多い。そこで、市販ソフトウェアに専用の処理を行う
プラグインを加えたシステムを用いて一貫した正規化や接続面の補正を行うことで測定機に起因するアーティファクト
を除去することを試みた。これにより、面全体の特徴を解析するための大規模縫合が実現された。
本講演では、実際の大量データの定量解析を試みた例を紹介する。
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